Traveler

一
「おっ、すごい。久々に着陸できそうな星が見つかった！」
リックがそう言うと、彼が乗る小型の宇宙船「イーグル号」を着陸態勢に入らせた。
イーグル号は長期の宇宙旅行のために十分な荷物を載せることができるが、最大乗員数は五名程度であり、速さに特化した構造を持っている。
イーグル号がその惑星に近付くにつれ、惑星の外見もはっきりと見えてくるが、それはリックが今まであまり見たことの無いような星であった。惑星の表面の大部分は緑で、その他は青いところや茶色いところが散見されるような見かけとなっていた。

リックはイーグル号から降り立った。やはり一面が緑で覆われていた。
「なるほど……これが『森林』というものなのだろうか。」
あたりを見回して呟いた。彼は、植物自体は見たことがあったが、「森林」と呼べるものを見るのは生まれて初めてだった。だがイーグル号に搭載されている電子辞書(のようなもの)のおかげで、初めて見る光景であってもある程度名前やその役割は想像できた。
「ということは、この星には水があり、他の生命体がいる可能性も高いということか……！」
彼は宇宙服を脱ぎ、イーグル号から必要最低限の物資を取り出してあたりを散策することを決めた。

「ふう…なんだか不思議な気持ちだなぁ…」
ずいぶん長い間、宇宙空間をあてもなくひたすらに進んでいた。近くに着陸できそうな星を見つけると立ち寄ってみることもあったが、そのような星の大半が空気も水もないところで、探索する箇所も理由も見当たらない。着陸や離陸の際に事故が起きる可能性もあるので積極的に寄る必要性も感じられなかった。
それ故に、このように成果が期待できる惑星の探索というのは新鮮であった。
そうしてしばらくして、その惑星が夕暮れ時となったぐらいの時刻で一人の人間のような生物と出会った。

二

「おーい！この星の人間かい！？」
『？』

リックの知っている人間と比べると、肌の色が赤みがかっていることや手の指が6本あることなど、若干の違いがあったが、その生物はリックのような人間と近い型の生物だということがわかった。
呼びかけた時の反応を見て、こちらに敵意は持っていないことは推測できた。
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当然、言葉は通じなかった。しかし、身振り手振りなどを通じて少しは意思疎通はできた。
それによると、彼…いや彼女の名前はマチャと言い、生物学的性別は雌にあたること、そしてこのあたりで独りで暮らしているということがわかった。
それを聞き、リックは「少しの間でもいいからボクと暮らしてくれないか？」と伝えた。
マチャは首を縦に振った。

「ありがとう……！」
リックが感謝の意を伝え、マチャと握手を交わした。

マチャは倉庫兼バンガローのような建物で暮らしているらしく、リックもそこで寝泊まりさせてもらうこととした。そこは複数の部屋があり、生物学的にはリックとマチャは異性らしいという事情も考慮し、別々の部屋で寝た。

三

夜が明けた。
目覚めたのはマチャの方が先であった。リックを起こすべきかどうか少し迷ったが、彼とは生活リズムなどは根本からして違うところがあるのでやめておいた方がいいだろうと判断した。
そしてリックが目覚めた。

マチャは外で魚を釣っていた。昨日は暗くてよく見えなかったが、そのバンガローからすぐ近くにそれなりに大きな池があったのだ。
釣っているものの中には魚と言っていいのかすらわからないものもあったが、少なくともこの星の人間にとって食用の水棲生物を釣っているのだろうということは把握できた。

リックは魚釣りなどは技術が必要ですぐにはうまくできないだろうと判断し、食べられそうな木の実を集めたり、携帯用の人工知能も使って、調理すれば食べられる雑草などを探すこととした。

「ねえ…適当に集めてきたけど…こういうの食べられるかい…？」
「ん……」
というその返事はどうやら肯定のようだった。食べるものも基本的には彼らは似通っているらしい。
そのようにして、マチャが釣った魚とリックが採ってきた木の実や雑草などを調理して食べることとなった。
「うん、ボクも食べられるな…というか、ものすごく美味しい…！」
「そう、良かった…」

リックは当分の間、宇宙旅行で携帯食料しか食べていなかったので調理した魚や木の実の料理をおいしく感じるのも当然と言えるだろう。
マチャにもその喜びが伝わったからか、あるいは複数人で食事をすることは久しいためということもあってか、喜んでいるように見えた。

「ところで、この星には君のような『人間』は他にいないのかい？」
「ん……ほかには、いない」

マチャはそう答えた。
それは、言葉通りなのかもしれないが、まだこの時はコミュニケーションは万全に取れていなかったため、「この星の、この近くにはいない」という意味で言っていることも十分考えられた。あるいは、他にもいるがマチャは知らないだけかもしれない。

「そうか」
「うん……」

他にも聞きたいことは少なからずあったが、まだ言語の理解が十分ではないため、抽象的な言葉などはあまり通じないだろうと考えた。

「ねえリック。」
「ん？」
「もっと食べないの？まだお魚たくさんあるよ……？」
「いやいいんだ、ボクはもうおなかいっぱい……」

リックは、マチャと比べるとかなり小食であった。マチャが軽く二匹は食べられるさんまのような魚を一匹食べただけで満腹だという。あとは木の実などを適当に食べていた。


それからは、リックは釣りの仕方や普段の食料のことなどを教えてもらい、またマチャはリックの持っているちょっとした人工知能の入った機械やイーグル号のことなどを聞いて、親交を深めた。

四

ある日、マチャが興味を持ったので、イーグル号に積んである携帯食料を少し食べさせたこともあった。
「うーん……あんまり食べたことのような味がするけど、そんなにまずくはないですね…」
「そうか？いつも食べてる木の実や焼き魚と比べると全然じゃないか…」
「う～んまあ、私もいつもの食事の方がおいしいと思うけど、こういう食べ物も好き。
いつも食べてるから食べ飽きたってのもあるんじゃないですか？」
「まあ、そうかもね」
「こっちのもちょっと食べていい？」
「ちょっとだけならいいけど。しかし君はよく食べるね。」
「リックが小食すぎるだけなんじゃないですか？」
「んー……」

「あ、そうだ。ところでマチャさあ」
「なに？」
「ボクはいつまで君と生活してていいんだい？」
「えっそんな…いつまでもいてて良いですよ」
「え、本当に？」
「もちろんよ……」
「そうか……ありがとう。でも、僕自身ここにいつまでもはいられないと思うんだ。」
「どうして？」
「……」
その問いには答えられなかった。またいつか答えるよ、と伝えた。

五

そのようにして、二人が共に生活をして1週間ほどが経った。
いつものように夕食としての魚を食べ、あたりが暗くなってきたころに
「リック。ちょっとバンガローから離れたところだけど、とても良い景色が見られる丘があるの。行ってみない？」
「丘かぁ……いいよ、行ってみよう」

と言って、二人はあまり行ったことの無い丘陵地帯へと行った。

「わっ、すごい！」

その丘は、うず高くなっているため空に近く、そのうえあたりに木々が少ないため夜の星空がとてもきれいに見えた。
そして二人は座りやすいところをみつけて座り込んだ。そして、空を見ながら話し始めた。

「リック。あなたはあの空から来たの？」
「空から……まあそういうことになるね。」
「じゃあ、あなたの故郷の星はどこ？」
「うーん……いや、故郷と呼べる星は無いね。」
「えっ、どういうこと？」
「うーんなんというかなぁ…まぁ、順を追って説明していくとだね、
ボクの数世代上の親の時代に、ボクの親の故郷の惑星は住めなくなったみたいなんだ。
ボクもよく知らないんだけど、核戦争か温暖化現象ってやつとかか、大気汚染が進んだからみたい。
それで、その惑星の人達は、いくつかのグループに分かれてその星を脱出して行ったんだ。衛星に移住していったグループとか、宇宙ステーション的なところに留まった連中もいるみたい。中には脱出せず、地下シェルターへと逃げたグループとかもあるって聞いたけどね。
で、僕の先祖達は、イーグル号って読んでるあの船に乗って、あてもなく宇宙を彷徨い続けることに決めたらしい。バカみたいだよね」
「えっ、でもあの船って五人ぐらいしか乗れなかったよね？」
「そうだよ。だから五、六人で行ったんじゃないかなー？
で、その後はあの船でひたすら宇宙旅行続けてたんだと思う。それで、その途中で一世代でどこか良い惑星を見つけるのは不可能だと悟ったのか、子供を産んで次の世代にも惑星を探してもらおうと思ったんだと思うよ」
「それで、数世代重ねてリックがここに来たってこと？」
「そうなんだろうね」
(リックの親は……)
と、マチャが聞こうとしたがやめておいた。今いないということは、多分そういうことなんだろうと思った。
「リックにとって、この星は住むのに理想ではないの？」
「うーん……完全にというわけでもないけど、ボクとしてはかなり理想的だと思うよ。」
「なら、ここにずっといればいいじゃない！ここでずっと私と暮らしましょ！」
「そうしたい気持ちもある。でもダメなんだ……」
「どうして！？」
マチャの目には涙が浮かんでいた。
「ボクは、数世代上の親からずっと、宇宙旅行だけをし続けていただろう？
だからもうボクは、遺伝子的に体が宇宙旅行をしたいようにできてしまっているんだ。
極端に小食なこともそうなんだけど、バイオニズムとして宇宙旅行に適応するようにできているっていう感じかなぁ…。
この星での経験はとても楽しかったから、そろそろまた宇宙旅行に戻ろうかなぁと思ってるんだ」
「そんなぁ……。あ、そうだ！なら私もリックと旅に行くわ！」
「それはダメだよ。君のような未来ある少女を、こんなあてのない宇宙旅行に連れていくなんてできない。
だいたい、君はボクとは違って宇宙旅行に適応した体ではないから、早ければ一週間程度で死んでしまう可能性だってあると思うよ」
「そんな…いやそれでもいいわ！一緒に行く！」

マチャは感情を高ぶらせ、泣きながら叫んだ。
一方でリックはあくまで冷静に諭している。

「ダメだよ……だいたい、この星の人間は君だけじゃないだろう？」
「えっ」
「君の目を盗んでこっそりとこの星の一帯は調査していたんだ。あっちの方の山を越えると、ちょっとした町があるはずだ。そっちに引っ越したらどうだい？」
「……」
マチャは何も言えなかった。マチャはもともとその町に住んでいたが、両親が病気で亡くなり、それ以来学校にも行かなくなり、森林の方で独りで暮らしていたのだ。そして、そのような事情もリックはなんとなくはわかっていた。

「そのためだったらボクもできうる限り協力はするよ。
引っ越しの手間なら、イーグル号飛ばして手伝ってもいいしさ」

マチャはやはり泣きながら、必死で訴えようとした。
「でも……私は、リックのことが……」
「いや！もうそれ以上言わなくていいよ！」
そう言って、リックはマチャを抱きしめ、唇を重ねた。




六

マチャは気が付くと、町の元居た家で寝ていたようだ。
森林のバンガローにもっていったはずのマチャの私物たちも全て家に戻っており、まるで森林で過ごしていた日々が夢だったようにも感じられる。

しかし、マチャは部屋の隅に、リックが持っていた携帯食料の一部と、一片の紙を見つけた。
その紙には、「今までありがとう」とだけ書かれていた。
マチャはそれを見て、やはり夢では無かったのか…と思い、また少し涙を流していた。


マチャはそれからは、真面目に学校へ行くことを決めた。「宇宙飛行士になる」という明確な目標もできたのだから。
